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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】温度調節機能付きの人工グラウンドを提供する
。
【解決手段】人工芝グラウンド10は裏打ちシート12から
突出する広く離間したリボン15の列13を含む。温度調節
手段23はリボン15の列13の間の空間において、裏打ちシ
ート12に付着されている。充填物層は裏打ちシート12の
上部に設けられ、それによって温度調節手段23を埋設し
、かつリボン15を直立して保持する。充填物層は植物栽
培のための栽培媒質を含んでもよい。一つの実施形態に
おいては電気ケーブルが除氷のために該グラウンドを加
熱するため、あるいは植物の根を温暖に維持するために
、人工芝グラウンド内に一体化されている。他の実施形
態においては該グラウンドを湿らせるために、穴が開い
たフレキシブル管が人工芝グラウンド10内に一体化され
ており、それにより該水分が蒸発したときに該グラウン
ドを冷却する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スポーツ及び他の用途のための温度調節機能付きの人工グラウンド（10）であって、
　支持基盤上に配置されるようになっているフレキシブルな裏打ちシート（12）を含む人
工芝ベースと、
　フレキシブルな裏打ちシート（12）の上面に配置された粒状物質からなる充填物層（17
）であって、前記粒状物質が、固い細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる材料の群の
うちの少なくとも1つから選択される充填物層と、
　芝生の葉の代わりになり、フレキシブルな裏打ちシート（12）から上方へ充填物層（17
）を突き抜けて突出する人工リボン（15）からなる複数の平行な列（13）と、
　フレキシブルな裏打ちシート（12）に付着されて、前記人工芝ベース、人工リボン（15
）及び充填物層（17）の温度条件を制御可能に調節する温度調節手段（23）とを備えてい
る人工グラウンド。
【請求項２】
　温度調節手段（23）は、電流を熱エネルギに変換する電力源に接続されるようになって
いるフレキシブルな電気加熱体（23）、（27）を備えている請求項１に記載の人工グラウ
ンド（10）。
【請求項３】
　フレキシブルな電気加熱体（27）は平坦であり、かつフレキシブルな裏打ちシート（12
）に積層されている請求項２に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項４】
　フレキシブルな電気加熱体（23）は、充填物層（17）の下に埋設され、フレキシブルな
裏打ちシート（12）の上面に付着された電気ケーブル（23）を備えている請求項２に記載
の人工グラウンド（10）。
【請求項５】
　フレキシブルな電気加熱体（23）は、人工リボン（15）の列（13）と平行に伸びる細長
い部分からなる大部分を有するレイアウトを備え、かつ各細長い部分は、人工リボン（15
）の列（13）の間の空間に配置されている請求項２に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項６】
　前記各細長い部分は、フレキシブルな裏打ちシート（12）に積層されている請求項５に
記載の人工グラウンド（10）。
【請求項７】
　前記各細長い部分は、前記電気加熱体が電流を熱エネルギに変換する所定温度よりも高
い活性温度を有するホットメルト接着剤（25）によって、フレキシブルな裏打ちシート（
12）の上面に接着されている請求項５に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項８】
　温度調節手段（23）は、その中を流れる水の循環のための水源に接続されるようになっ
ている、フレキシブルな管（29）を備えている請求項１に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項９】
　フレキシブルな管（29）は穴が開けられており、かつ充填物層（17）と流体的に連通し
ている請求項８に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１０】
　フレキシブルな穴が開けられた管（29）は、充填物層（17）の下に埋設されて、フレキ
シブルな裏打ちシート（12）の上面に付着されている請求項９に記載の人工グラウンド（
10）。
【請求項１１】
　フレキシブルな穴が開けられた管（29）は、フレキシブルな裏打ちシート（12）に一体
化されている請求項９に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１２】
　フレキシブルな穴が開けられた管（29）は、人工リボン（15）の列（13）と平行に伸び
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る穴が開けられた管部からなる大部分を有するレイアウトを備え、各管（29）部は、人工
リボン（15）の列（13）の間の空間に配置されている請求項９に記載の人工グラウンド（
10）。
【請求項１３】
　充填物層（17）は、比較的有効な熱伝導特性を有する熱分配粒状物質を備え、前記熱分
配粒状物質は、前記人工ベース、人工リボン（15）及び充填物層（17）の温度状態を効果
的に調節すると共に、人工グラウンド（10）に弾力性を与えるために、前記充填物層の底
部に配置され、かつ温度調節手段（23）と接触している請求項１に記載の人工グラウンド
（10）。
【請求項１４】
　前記充填物層（17）は、
　フレキシブルな裏打ちシート（12）の上面に配設された固い細粒から実質的になるベー
ス層（19）と、
　ベース層（19）上に配設された、選択された重量比からなる、固い細粒と弾力的な細粒
との混合物からなる中間層（31）と、
　中間層（31）の上に配設された弾力的な細粒から実質的になる上層（33）であって、人
工リボン（15）の上部が、上層（33）の上面から上方に伸びている上層とを備えている請
求項１３に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１５】
　前記弾力的な細粒は、ゴムからなる請求項１４に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１６】
　前記固い細粒は、次の物質、すなわち、セラミックビーズ、ガラス細粒、岩石粒子、溶
岩石細粒、鋼ペレット、石炭スラグ細粒のうちの少なくとも1つから選択される請求項１
４に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１７】
　充填物層（17）は、土からなる請求項１に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１８】
　充填物層（17）は、ゴムの細粒からなる請求項１に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項１９】
　充填物層（17）は、砂からなる請求項１に記載の人工グラウンド（10）。
【請求項２０】
　スポーツ及び他の用途のための温度調節機能付きの人工グラウンド（10）であって、
　支持基盤上に配置されるようになっているフレキシブルな裏打ちシート（12）を含む人
工芝ベースと、
　フレキシブルな裏打ちシート（12）の上面に配置された粒状物質からなる充填物層（17
）であって、前記粒状物質が、固い細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる材料の群の
うちの少なくとも1つから選択される充填物層と、
　芝生の葉の代わりになり、フレキシブルな裏打ちシート（12）から上方へ充填物層（17
）を突き抜けて突出する人工リボン（15）からなる複数の平行な列（13）と、
　人工リボン（15）の列（13）と平行に伸びる細長い部分からなる大部分を有する電気加
熱体（23）であって、各細長い部分が、人工リボン（15）の列（13）の間の空間に配置さ
れ、フレキシブルな裏打ちシート（12）に付着され、かつ前記人工芝ベース、人工リボン
（15）及び充填物層（17）を制御可能に加熱するための電力源に接続されるようになって
いる電気加熱体とを備えている人工グラウンド。
【請求項２１】
　リボン（15）の少なくとも一部は、熱反射材で形成されている請求項２０に記載の人工
グラウンド（10）。
【請求項２２】
　裏打ちシート（12）は、少なくとも部分的に熱反射材で形成されている請求項２０に記
載の人工グラウンド（10）。
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【請求項２３】
　スポーツ及び他の用途のための温度調節機能付きの人工グラウンド（10）であって、
　支持基盤上に配置されるようになっているフレキシブルな裏打ちシート（12）を含む人
工芝ベースと、
　フレキシブルな裏打ちシート（12）の上面に配置された粒状物質からなる充填物層（17
）であって、前記粒状物質が、固い細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる材料の群の
うちの少なくとも1つから選択される、充填物層と、
　芝生の葉の代わりになり、フレキシブルな裏打ちシート（12）から上方へ充填物層（17
）を突き抜けて突出する人工リボン（15）からなる複数の平行な列（13）と、
　人工リボン（15）の列（13）と平行に伸びる、穴が開いた管部からなる大部分を有する
フレキシブルな管（29）であって、
　各フレキシブルな管部が、人工リボン（15）の列（13）の間の空間に配置され、かつフ
レキシブルな裏打ちシート（12）に付着されており、フレキシブルな管（29）は、その穴
（32）を介して、充填物層（17）と流体的に連通しており、かつ充填物層（17）に含まれ
る水分が蒸発したときに、人工グラウンド（10）が冷却されるように、充填物層（17）を
湿らせる目的での前記管を流れる水の制御可能な循環のために、水源に接続されるように
なっているフレキシブルな管（29）とを備えている人工グラウンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スポーツのための人工グラウンド、および野菜や他の植物を栽培するための
人工地表を形成するために、その中に充填物を有する人工芝に関したものであり、より具
体的には、該人工地表の温度状態を制御するための温度調節機能付きの人工グラウンドに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　よく知られているように、品質の良い全天候型芝生競技場の構築および娯楽目的及びサ
ッカーやフットボール等の激しいスポーツのためのその管理は、長年にわたる問題であっ
た。
【０００３】
　この問題を解決する際の最近の試みは、摩耗耐久性に乏しく、かつ相当のメンテナンス
を要する天然芝グラウンドに代わって人工グラウンドを使用することである。また、天然
芝グラウンドは、部分的または完全に閉塞されたスポーツスタジアム内においては、うま
く成長しない。人工芝面は、天然芝面に比べて磨耗耐久性が高く、それ程のメンテナンス
も必要とせず、また閉塞されたスタジアム内で使用することができる。改良された人工芝
グラウンドは、1997年10月16日にファイルされ、かつ1998年9月10日に公開され、「人工
芝」と題された、本出願人のカナダ国特許出願第2,218,314号明細書に記載されている。
この特許出願に記載されている人工芝グラウンドは、芝生繊維の代わりになる合成リボン
からなる幅広く離間した列を備える。該リボンは、該リボンの列間の間隔の長さの約2倍
の長さを有する。粒状物質が、上記人工芝の基盤の上に覆われており、該粒状物質の厚さ
は、上記リボンの長さの少なくとも3分の2である。リボンのストリップは、上記基盤また
はマットの裏面に塗布された接合剤のストリップによって取り付けられている。該接合剤
のストリップは、覆われていないマットの領域から離れており、それにより改良された水
はけを実現できる。
【０００４】
　上記充填物からなる粒状物質は、1999年9月28日に公開された、「人工芝の布設方法」
と題された、本出願人の米国特許第5,958,527号明細書に記載されている。
【０００５】
　開放スタジアムでの寒い気候条件の下で、上記人工芝は、スポーツ競技グラウンドに必
要な適切な特性を維持するために、該人工芝を覆う雪または氷を溶かすために加熱するこ
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とができる。しかし、上記人工芝を非常に暖かい気候条件下で使用した場合には、該芝の
冷却が好ましい。
【０００６】
　電気、流体及び空気加熱システム等の天然及び人工芝グラウンドの両方を温め、かつ、
乾燥させるための加熱システムが開発されてきた。電気加熱は、電気抵抗体によって実施
され、流体加熱は、加熱流体を加熱管網に流すことにより実施され、また空気加熱は、加
熱した空気を分配管網に流すことにより実施される。従来、これらの電気抵抗体、流体加
熱管及び空気分配管網は、上記天然芝または人工芝の下の競技場の基盤内に埋設されてい
る。上記電気加熱、流体加熱及び空気加熱の実施例は、それぞれ、1991年11月12日にAlno
nd等に対して発行された米国特許第5,046,308号明細書、1992年6月9日にHusuに対して発
行された米国特許第5,120,158号明細書及び1984年7月31日にCunninghamに対して発行され
た米国特許第4,462,184号明細書に記載されている。
【０００７】
　従来、暖かい気候条件の間、人工芝グラウンドは、該人工芝面に水分を供給し、冷却水
を該人工芝面の下に循環させることによって冷却しなければならない。このことも、米国
特許第4,462,184号明細書に記載されている。
【０００８】
　さらに、植物の根が必要とする特定温度を満たすために、植物を成長させるための有機
成長媒体を有する人工グラウンドのための温度調節システムを有することも好ましい。
【０００９】
　従来の加熱システムの欠点は、上記電気抵抗体及び管システムは、上記天然芝または人
工芝の下の上記競技場内、通常、該競技場の基盤内に埋設されているため、熱エネルギの
大部分が無駄になり、かつ該加熱エネルギのうちの少量しか該グラウンドの上面を覆って
いる雪または氷を溶かすために該表面に到達しないことである。そのため、上記競技場の
表面を加熱する場合に、該加熱エネルギの大部分は、上記基盤を加熱することに消費され
てしまう。
【００１０】
　従って、改良された熱効率を有する加熱及び冷却システムを有する人工グラウンドが必
要とされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の一つの目的は、スポーツ及び他の用途のための温度調節機能付きの人工グラウ
ンドを提供することである。
【００１２】
　本発明の他の目的は、改良された熱効率を有する加熱システムを含む、スポーツ及び他
の用途のための人工グラウンドを提供することである。
【００１３】
　本発明の別の目的は、改良された冷却効率を有する冷却システムを含む、スポーツ及び
他の用途のための人工グラウンドを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、スポーツ及びその他の用途のための温度調節機能付きの人工グラウンドに注
目する。該人工グラウンドは、支持基盤上に配置されるようになっているフレキシブルな
裏打ちシートを含む人工芝ベースを備えている。粒状物質からなる充填物層は、上記フレ
キシブルな裏打ちシートの上面上に配置されている。前記粒状物質は、固い細粒と、弾性
細粒と、栽培媒質とからなる材料の群のうちの少なくとも1つから選択される。上記人工
グラウンドは、さらに、芝生の葉の代わりになり、上記フレキシブルな裏打ちシートから
上方へ上記充填物層を突き抜けて突出する人工リボンからなる複数の平行な列を含む。温
度調節手段は、上記フレキシブルな裏打ちシートに付着されて、上記人工芝ベース、人工
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リボン及び充填物層の温度条件を制御可能に調節する。
【００１５】
　本発明の一つの態様によれば、上記温度調節手段は、電流を熱エネルギに変換する電力
源に接続されるようになっているフレキシブルな電気加熱体を備える。本発明の一実施形
態によるフレキシブルな電気加熱体は平坦であるので上記フレキシブルな裏打ちシートに
積層可能である。本発明の他の実施形態においては、上記フレキシブルな電気加熱体は、
上記フレキシブルな裏打ちシートの上面に付着された電気ケーブルを備えている。該電気
ケーブルは、上記充填物層の下に埋設されている。上記電気加熱体は、上記人工リボンの
列と平行に伸びる細長い部分からなる大部分を有するレイアウトを好ましくは有する。各
細長い部分は、上記人工リボンの列の間の空間に配置され、かつ上記フレキシブルな裏打
ちシートに積層されている。別法として、上記各細長い部分は、上記電気加熱体が電流を
熱エネルギに変換する所定温度よりも高い活性温度を有するホットメルト接着剤によって
、上記フレキシブルな裏打ちシートの上面に接着されている。この方法は、現在あるスポ
ーツ競技場を、これらの特徴によって加熱される競技場に変換させるのに利用することが
できる。
【００１６】
　上記充填物層は、好ましくは、比較的有効な熱伝導特性を有する熱分配粒状物質を備え
る。該熱分配粒状物質は、上記グラウンドに弾力性を与えると共に、上記人工ベース、人
工リボン及び充填物層の温度状態を効果的に調節するために、上記充填物層の底部に配置
され、かつ上記温度調節手段と接触している。
【００１７】
　本発明の他の実施形態においては、上記充填物層は、上記人工グラウンド上で植物を栽
培するための土壌を備える。上記人工リボンは、該土壌を風食に抗して上記人工グラウン
ド上に保持する。
【００１８】
　本発明の他の態様によれば、上記温度調節手段は、上記電気加熱体の代わりに用いるフ
レキシブルな管を備え、その中を流れる水の循環のための水源に接続されるようになって
いる。温水がその中を循環する場合、上記フレキシブルな管は、上記人工グラウンドのた
めの加熱装置として使用することができる。冷水がその中を循環する場合には、上記フレ
キシブルな管は、上記人工グラウンドのための冷却装置として使用することができる。該
管が冷却装置として使用される場合、上記フレキシブルな管は、好ましくは、細粒灌漑管
のように穴が開けられており、該穴によって上記充填物層と流体的に連通している。従っ
て、水分を、上記充填物層に供給することができ、それにより、該水分が蒸発したときに
、冷却作用を起こすことができる。また、上記水分は、上記充填物層が、植物栽培のため
に、土等の栽培媒質を含む場合に特に好ましい。植物栽培の構成においては、上記芝生の
第2の裏打ちを、水を保持するために非透水性とすることができる。上記システムに供給
される水の量は、散水システムを使用したときに、蒸発プロセスを低減するように監視す
ることができる。
【００１９】
　上記電気加熱体と同様に、比較的細い上記フレキシブルな管は、好ましくは、上記人工
リボンの列の間に配置された平行な部分からなる大部分を有するレイアウトで配置され、
かつ上記フレキシブルな裏打ちシートの上面に付着され、あるいは代替的に上記フレキシ
ブルな裏打ちシートに一体化されている。
【００２０】
　上記電気加熱体またはフレキシブルな水管は、上記人工グラウンドの下の上記支持基盤
を加熱または冷却する際に、なるべくエネルギ消費を抑えるために、該人工グラウンドに
一体化されている。従って、高性能かつ低稼働コストが実現される。上記電気加熱体また
はフレキシブルな水管は、有利には現場で、または製造プロセス時に、上記人工グラウン
ドに固定することができ、それによって、地下システムの構築が高コストではなくなる。
【００２１】
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　本発明の他の利点及び特徴は、本願明細書に後述する好適な実施形態を参照してより良
く理解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１及び図２を参照すると、符号10で示された本発明の人工芝面は、フレキシブル裏打
ちシート12から上方に突出する人工ストリップまたはリボン15からなる平行な列13を有す
る、薄いフレキシブル裏打ちシート12を有する。充填物の粒状物質からなる比較的厚い層
17は、フレキシブル裏打ちシート12の上面に設けられ、裏打ちシート12は該シートにリボ
ン15をほぼ立位で支持する。裏打ちシート12は、支持基盤（図示せず）上に配置するよう
になっている。
【００２３】
　フレキシブル裏打ちシート12は、図３及び図６に示すように、2つの層19、21を備える
。上部層21及び底部層19は、共に、編み込んだまたはニードルパンチしたポリプロピレン
ファブリックとすることができる。プラスチックストリップまたはリボン15は、層19及び
21を共に通過して裏打ちシート12を貫通してタフトされている。裏打ちシート12は、2つ
の層を備えるように示してあるが、該シートは、1つの層またはそれ以上から形成するこ
ともできる。フレキシブル裏打ちシート12内の1つまたはそれ以上の層は、良好な水はけ
を実現するためのニードルパンチした編成ファブリックとすることができる。少なくとも
裏打ちシート12内の上部層21は、該層を通じて水分を運ぶ手段を提供するために人工けば
状繊維（図示せず）でニードルパンチすることができる。さらに、該けば状繊維は、該表
面の水はけを向上させる。
【００２４】
　リボン15は、比較的幅広くかつ薄いストリップ内に突出されている適当な合成材料で形
成することができる。好適なプラスチック材は、柔らかく、かつ良好な耐摩耗性を有する
ポリエチレンである。しかし、ポリプロピレンも、リボン15の形成に使用することができ
る。
【００２５】
　裏打ちシート12及びリボン15の詳細は、本願明細書に援用する本出願人のカナダ国特許
出願第2,218,314号明細書に記載されており、これ以上説明しない。
【００２６】
　リボン15の列13の間隔は、該グラウンドで行われる活動によって異なる。例えば、様々
なスポーツ競技者の靴に付けられた滑り止めは、1インチの4分の3程度の平均間隔を有す
る。フットボール用の滑り止めやサッカー用の滑り止めは、野球用の滑り止めよりも広く
離間していてもよい。競馬等のスポーツにおいては、馬の蹄に対応するために、上記列間
に、より幅広の間隔を要することが予想される。すなわち、競馬の場合、2・1/4インチま
での上記列間の間隔が必要とされ、それに伴い比例的に長くなる別の用途のための5イン
チまでのリボンが必要と予想される。
【００２７】
　リボン15の列13が、5/8インチ～2・1/4インチ離間しており、かつそのような間隔が、
電気加熱体またはフレキシブルな細い水管を、それらの間に配置できるようにするのに適
切であることに注意されたい。従って、温度調節システムを本発明の表面10に一体化する
ことが可能である。
【００２８】
　本発明の一実施形態によれば、図１及び図２に示すように、絶縁した電気加熱ケーブル
部23は、人工リボン15の列13と平行に伸び、かつ人工リボン15の列13の間の空間に設けら
れている。電気加熱ケーブル部23は、図４に示すように、直列に、または図５に示すよう
に、並列に接続することができる。
【００２９】
　電気加熱ケーブル部23は、図４に示すように、ホットメルト接着剤25によって裏打ちシ
ート12の上面に接着することができる。ホットメルト接着剤25の活性温度は、電気加熱ケ
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ーブル部23のフレキシブル裏打ちシート12との接着がそのままの状態で、かつ過熱によっ
て剥離することがないように、上記加熱体の指定された作動温度よりも高くなっている。
電気加熱ケーブル部23のフレキシブル裏打ちシート12への接着は、現場でまたは製造プロ
セスでのいずれかにおいて行うことができる。該接着を現場で行う場合、一定量のホット
メルト接着剤25が、図４に示すように、裏打ちシート12と電気加熱ケーブル部23との間に
塗布される。電気加熱ケーブル部23は、通常の作動電圧よりも高い電圧源を有する電力源
（図示せず）に接続され、それにより電気加熱ケーブル部23は、一定量のホットメルト接
着剤25を溶融するために、例えば加減抵抗器を使って、上記ホットメルト接着剤25の活性
温度まで加熱される。電気加熱ケーブル部23は、上記電源を切り、かつ上記一定量のホッ
トメルト接着剤25が冷めて固くなると、フレキシブル裏打ちシート12に接着される。
別法として、プラスチッククリップ（図示せず）を使用して、電気加熱ケーブル部23を裏
打ちシート12に固定することもできる。該クリップは、それ自体を電気加熱ケーブル部23
の周り及び裏打ちシート12に付着させるために、裏打ちシート12に刺すことができる。こ
のことは、好ましくは、製造プロセスで行う。
【００３０】
　本発明の他の実施形態によれば、図３に示すように、電気導管27が、人工グラウンド10
の裏打ちシート12内に組み込まれている。電気導管27は、雪を溶かすために屋根の軒を加
熱し、それによって、下にいる人に被害を及ぼす落雪の危険性を低減するために使用され
るタイプの薄い加熱ケーブルで形成することができる。該ケーブルは、低電圧電気導管と
することもでき、また人工グラウンド10の現場の要求に従って変更することができる。電
気導管27は、裏打ちシート12の２つの層19、21の間に積層することができ、あるいは、裏
打ちシート12の製造中の追加的な積層プロセスによって、裏打ちシート12の上面に積層す
ることができる。そして、人工リボン15は、電気導管27の部分の間で裏打ちシート12内に
タフトされる。
【００３１】
　図２を参照すると、粒状物質からなる上記充填物層は、フレキシブル裏打ちシート12の
上面上に設けられており、該粒状物質は、固い細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる
少なくとも1つの物質群を含む。本発明の一実施形態においては、一般的にスポーツに使
用される人工グラウンド10は、ベース層19と、中間層31と、上層33とで形成された充填物
層17を含む。ベース層19は、実質的に、裏打ちシート12の上面のすぐ上に配置された固い
細粒からなる。ベース層19の固い細粒は、熱を効率的に放散させることができる、非常に
有効でかつ低コストの骨材である砂である。好ましくは、ベース層19の固い細粒は、ベー
ス層19の第１の層として砂を含み、上記砂の上部に添加される、または該砂と混合される
セラミック細粒等の追加的かつ良好な熱放散物質からなる第２の層を付加することができ
る。これらの細粒は、上記追加的かつ良好な熱放散細粒が、そのような混合が望まれない
場合に、該砂の下及び中に落ち込まないように、該砂の細粒のサイズと概して等しいサイ
ズとするべきである。それらの追加的かつ良好な熱放散細粒は、人工グラウンド10の水平
面にわたる熱のより均一的な放散を容易にすることができる。それらの熱放散細粒は、そ
の重量の数倍の水分を吸収して、それにより一定期間にわたって水分を放散させることが
できるため、上記グラウンドを冷却するのに用いることができる。充填物層17の中間層31
は、固い砂粒と弾性ゴム細粒との混合物である。該混合物は、2:1より大きいの固い細粒
と弾性細粒との重量比に基づいて選択される。充填物層17の上層33は、実質的に、弾性ゴ
ム細粒からなる。上記充填物層全体も、ゴム細粒のみまたは砂のみで形成することも可能
である。
【００３２】
　人工リボン15の上部は、上層33の上面から上方に伸び、好ましくは、充填物層17の上層
33の上面を覆うように湾曲している。このことは、充填物層17の上層33を設けた後に、例
えば、ワイヤーブラシを用いて該表面上を通過させることにより、あるいは、他のブラシ
手段によって実施することができる。人工リボン15の端部は、天然芝の外観により現実的
に似せるために、縦に裂かれ、ほつれており、あるいは繊維状構造になっており、かつ互
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いにゆるい網状組織に織合わせられており、それに伴って、充填物層17の上層33を保持ま
たは結合する能力を増加させる。出来上がった人工芝グラウンドは、陸上競技場、競馬の
競争路及び娯楽広場等の様々な屋内及び屋外用途に適合することが可能である。充填物層
17の詳細は、本願明細書に援用する、本出願人の米国特許第5,958,527号明細書に記載さ
れている。該グラウンドは、やはり、現場で繊維の先端をばらすことを要することなく設
置することもできる。
【００３３】
　上述した充填物層17は、本発明の実施形態に用いることができる一実施例に過ぎず、粒
状物質の多くの異なる組合せ、例えば、実質的なゴム、実質的な砂、砂混合物、上に実質
的なゴムがある底部上の砂、ゴム及びセラミック、および他の同様の混合物を含むことが
可能である。充填物17が熱を放散させるのを促進する、充填物層17への添加物は、砂やセ
ラミック細粒の他にも、例えば、ガラス細粒、小石の粒子、溶岩石細粒、鋼のペレット、
石炭スラグ細粒及び他の熱放散または伝達細粒を含む物質の群から選択することができる
。該熱放散または伝達細粒は、上記電気加熱ケーブルまたは導管部23、27からの、人工グ
ラウンド10の熱伝達をさらに強めることができ、それによって、人工グラウンド10に必要
な加熱ケーブル23または電気導管27の全長を削減するであろう。これにより、設置及び稼
動時における上記システムの総コストが低減される。さらに、人工リボン15、あるいは、
リボン15の総数のうちの少なくともいくつかは、人工グラウンド10の充填物層17内の熱伝
達をさらに改善するであろう熱反射材料で形成することができる。裏打ちシート12、少な
くとも上層21はそれを覆うことで氷及び雪を溶かすために熱を主に上方に向けられるよう
に、反射繊維で形成することができる。
【００３４】
　人工グラウンド10を野菜や他の植物を栽培するのに利用する場合、充填物層17が、土等
の栽培媒体を含むことも可能であることに注意されたい。上記根は、寒い気候条件の間、
大気中よりも暖かい温度に維持することができる。このような用途においては、充填物層
17は、有機栽培媒体単体、有機栽培媒体及び熱を高めあるいは維持するある種の不活性物
質、または有機栽培媒体と水分を有効に保持するセラミックビーズを選択的に含むことが
できる。充填物層17の成分のバリエーションは、乾燥及び寒さ等の様々な気候条件の下で
の栽培の困難さを克服するように選択することができる。人工リボン15の織合わせた上方
部は、図２に示すように、上記栽培媒体を有する人工グラウンド10を風が強い地域で使用
することができるように、風食の影響に対抗して該栽培媒体を有効に保持することができ
る。
【００３５】
　初めから設けられている上記加熱システムを要することなく、この種の充填人工グラウ
ンドを利用して競技場や地表面を改装するために必要なのは、圧縮空気で上記充填物を吹
き飛ばすことによって該充填物を取り除いた後に、必要な電気加熱ケーブル部を設置し、
該ケーブル部を定位置に接着するために上記接着剤を熱溶融することである。そして、上
記充填物層は、取り替えられて、電気接続部を、上記人工グラウンドの外辺部に完成させ
ることができる。必要な電気接続部は、該人工グラウンドの外辺部の地下のボックス内に
設置して配置することができる。設置後に、加熱システムの補修のために、上記競技グラ
ウンドの下のいかなる領域にもアクセスする必要はない。上記人工グラウンドは、特にス
ポーツに使用する場合、厳しい天候条件下でも、スポーツイベントを続けられるようにす
るために、加熱されるように設計される。上記加熱システムを作動させるための恒久的な
電源を設置することもできるが、使用機会が少ない場合には、携帯発電装置を必要に応じ
てリースすることによってコスト節約を実現することができる。
【００３６】
　稼働中、エネルギ要求を低減するために、測定を行うことが可能である。深雪が人工グ
ラウンド10を覆っている場合、該積もった雪のほとんどは、まず、除雪機、掻き取りある
いは他の方法によって取り除かれ、その後、上記加熱システムは、残った雪を単に処理す
るのみである。充填物層17を、充填物層17が凝集せず、かつ凍らない指定された状態に維
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持するために、十分な熱が発生される。人工グラウンド10が一旦、この状態に達すると、
上記加熱システムを直ぐにオフにして、エネルギコストを節約することができる。
【００３７】
　上記加熱ケーブルまたは電気導管23、27に要する必要な始動時間は、ほんの数分である
。上記グラウンドを適切に加熱するのに要する時間は、数分または数時間とすることがで
き、これは、人工グラウンド10の下及び上記基盤内の直列管を環流する加熱流体を利用し
た従来のシステムよりもはるかに少ない。
【００３８】
　本発明の他の実施形態においては、図６に示すように、人工グラウンド30は、図１及び
図３に示すような電気加熱体部23または電気導管27の代わりに使用される複数のフレキシ
ブルな細管部29を含む。その他の構成要素及び特徴は、図１～図５を参照して説明した実
施形態と同様であり、そのため重複して説明しない。図１～図５の構成要素と同等の構成
要素は、図６において同じ数字で示してある。フレキシブルな細管部29は、図４に示した
レイアウトと同様の単一の管からなる一体部とすることができ、あるいは、図５に示すよ
うに、平行な管接続部と流体的に連通接続することができる。管部29は、ポンプ及び水源
（図示せず）に接続されており、圧力をかけられた水が、管部29を通って循環する。暖か
い水が管部29内を循環した場合、充填物層17は加熱される。温暖な天候時に、水温が、人
工グラウンド30の周囲温度より低い場合には、充填物層17を管部29内を循環する冷たい水
によって冷却することができる。
【００３９】
　管部29は、接着剤またはクリップのいずれかによって、フレキシブルな裏打ちシート12
に固定することができる。管部29は、裏打ちシート12に積層することもできる。
【００４０】
　より効率的な冷却結果を得るために、管部29は、好ましくは、管部29が、貫通穴32によ
って充填物層17と流体的に連通するように、穴が開けられている。圧力をかけられた水は
、管部29内を循環し、該水の一部は、管部29の貫通穴32を通って充填物層17に入る。貫通
穴32は、管部29に沿って均等に設けられており、水の流れは、充填物層17に入る水が、充
填物層17を水浸しにはしないが、充填物層17の粒状物質及び人工リボン15を湿らせるよう
に、制御される。上記砂の毛管現象は、上記水分を上記充填物内の上方に移動させること
ができ、それに伴って、該充填物内で冷却材として機能する。人工グラウンド30の温度が
下がるように、該人工グラウンド内に含まれる水分が蒸発した場合、熱は、充填物層17及
び人工リボン15及び裏打ちシート12から除去される。
【００４１】
　この用途における上記管部内を循環する水の温度は、上記冷却が、熱交換よりもむしろ
蒸発によってなされるので、必ずしも周囲温度よりも低くない。
【００４２】
　このような用途においては、図５に示すレイアウトは、管部29に好適なものである。管
部29は、図４に示すような直列に接続した管部29とは対照的に、該管の長さに沿って水圧
損を低減するであろう平行形態で接続されている。それによって、上記水分は、人工グラ
ウンド30の全領域内で、より均等に配分される。図６に示す実施形態は、スポーツまたは
娯楽場のために使用することができ、あるいは、植物栽培グラウンドとして使用すること
ができ、該用途は、充填物層17のために選択される粒状物質の選択を必然的に決めること
になる。
【００４３】
　図６に示すように、充填物層17内に栽培媒質を含む人工グラウンド30が、野菜や植物を
栽培するのに特に有効であることに注意されたい。
【００４４】
　管部29を介して供給された水分は、冷却媒質として使用することができるだけではなく
、充填物層17内で成長する野菜や植物への必要な水分供給も可能にする。適切な水分供給
は、人工グラウンド30を水浸しにするのを防ぐと共に、人工グラウンド30の冷却を維持す
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るために、注意深く制御しなければならない。裏打ちシート12に施される第2の裏打ちコ
ーティングを、上記貫通管を通る流れを可能にする水分の量が、特定の植物に対する栽培
条件を最大化するのに十分である箇所に対して不浸透性とすることができる。
【００４５】
　本発明の上述した実施形態に対する変更及び改良は、当業者には明らかであろう。上記
の説明は、限定しようとするものではなく、具体例としてのものである。従って、本発明
の範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定すべきものである。
【００４６】
　本発明の本質をこのようにあまねく説明してきたが、以下、本発明の実施形態に好適な
実例として示す添付図面について説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】充填物層がない、本発明の一実施形態に係る人工グラウンドの断面図である。
【図２】人工グラウンドの裏打ちシートの上部に設けられた充填物層を示す、図１の断面
図と同様の図である。
【図３】充填物層がない、本発明の他の実施形態に係る人工グラウンドの断面図である。
【図４】本発明の人工グラウンドと一体化された温度調節手段のレイアウトの概略図であ
る。
【図５】本発明の人工グラウンドと一体化された温度調節手段の代替のレイアウトの概略
図である。
【図６】人工グラウンドの裏打ちシートに付着された管部を示す、本発明の別の実施形態
に係る人工グラウンドの断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年7月16日(2008.7.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スポーツ及び他の用途のための一体型温度調節機能付きの人工グラウンドであって、
　支持基盤上に位置決めされるように構成されたフレキシブルな裏打ちシートを含む人工
芝ベースと、
　裏打ちシートの上面に配置された粒状物質からなる充填物層であって、前記粒状物質が
、硬質細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる材料の群のうちの少なくとも１つから選
択される充填物層と、
　芝生の葉の代わりになり、裏打ちシートから上方へ充填物層を突き抜けて突出する人工
リボンからなる複数の平行な列とを備える人工グラウンドにおいて、
　裏打ちシートに取り付けられ、かつ前記人工芝ベース、人工リボン及び充填物層の温度
条件を制御可能に調節するために充填物層内に埋設され、電流を熱エネルギに変換するた
め電力源に接続されるように構成されたフレキシブルな電気加熱素子を備えることを特徴
とする人工グラウンド。
【請求項２】
　電気加熱素子は平坦であり、かつ裏打ちシートに積層されている請求項１に記載の人工
グラウンド。
【請求項３】
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　電気加熱素子は、充填物層内に埋設され、裏打ちシートの上面に取り付けられた電気ケ
ーブルを備えている請求項１に記載の人工グラウンド。
【請求項４】
　電気加熱素子は、人工リボンの列と平行に延びる多数の細長部分を有するレイアウトを
備え、かつ各細長部分は、人工リボンの列の間の空間に配置される請求項１に記載の人工
グラウンド（10）。
【請求項５】
　充填物層は、比較的有効な熱伝導特性を有する熱分配粒状物質を備え、前記熱分配粒状
物質は、前記人工芝ベース、人工リボン及び充填物層の温度状態を効果的に調節すると共
に、人工グラウンドに弾力性を与えるために、前記充填物層の底部に配置され、かつ電気
加熱素子と接触している請求項１に記載の人工グラウンド。
【請求項６】
　前記充填物層は、
　裏打ちシートの上面に配設された、実質的に硬質細粒からなるベース層と、
　ベース層上に配設された、選択された重量比からなる、硬質細粒と弾性細粒との混合物
からなる中間層と、
　中間層の上に配設された実質的に弾性細粒からなる上層であって、人工リボンの上部が
、上層の上面から上方に延びる上層と
を備えている請求項５に記載の人工グラウンド。
【請求項７】
　前記弾性細粒は、ゴムからなる請求項６に記載の人工グラウンド。
【請求項８】
　前記硬質細粒は、セラミックビーズ、ガラス細粒、岩石粒子、溶岩石細粒、鋼ペレット
、石炭スラグ細粒のうちの少なくとも1つの材料から選択される請求項６に記載の人工グ
ラウンド。
【請求項９】
　充填物層は土を有する請求項１に記載の人工グラウンド。
【請求項１０】
　充填物層はゴム細粒を有する請求項１に記載の人工グラウンド。
【請求項１１】
　充填物層は砂を有する請求項１に記載の人工グラウンド。
【請求項１２】
　スポーツ及び他の用途のための一体型温度調節機能付きの人工グラウンドであって、
　支持基盤上に位置決めされるように構成されたフレキシブルな裏打ちシートを含む人工
芝ベースと、
　裏打ちシートの上面に配置された粒状物質からなる充填物層であって、前記粒状物質が
、硬質細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる材料の群のうちの少なくとも１つから選
択される充填物層と、
　芝生の葉の代わりになり、裏打ちシートから上方へ充填物層を突き抜けて突出する人工
リボンからなる複数の平行な列と
備える人工グラウンドにおいて、
　人工リボンの列と平行に延びる多数の細長部分を有する電気加熱素子であって、各細長
部分が、人工リボンの列の間の空間に配置され、裏打ちシートに取り付けられ、そして前
記人工芝ベース、人工リボン及び充填物層を制御可能に加熱するための電力源に接続され
るように構成された電気加熱素子を備えることを特徴とする人工グラウンド。
【請求項１３】
　リボンの少なくとも一部は、熱反射材で形成されている請求項１２に記載の人工グラウ
ンド（10）。
【請求項１４】
　裏打ちシートは、少なくとも部分的に熱反射材で形成されている請求項１２に記載の人
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工グラウンド（10）。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スポーツのための人工グラウンド、および野菜や他の植物を栽培するための
人工グラウンドを形成するために、その中に充填物を有する人工芝に関するものであり、
より具体的には、人工グラウンドの温度状態を制御するための一体型温度調節機能付きの
人工芝に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　よく知られているように、品質の良い全天候型芝生競技場の構築および娯楽目的及びサ
ッカーやフットボール等の激しいスポーツのための競技場のメンテナンスは、長年にわた
る問題であった。
【０００３】
　この問題を解決する際の最近の試みの結果としては、摩耗耐久性に乏しく、かつ相当の
メンテナンスを要する天然芝グラウンドに代わって人工グラウンドを使用することである
。また、天然芝グラウンドは、部分的または完全に閉塞されたスポーツスタジアム内にお
いては、うまく成長しない。人工芝面は、天然芝面に比べて磨耗耐久性が高く、それ程の
メンテナンスも必要とせず、また閉塞されたスタジアム内で使用することができる。改良
された人工芝グラウンドは、1997年10月16日に出願され、かつ1998年9月10日に公開され
、「人工芝」と題された、本出願人のカナダ国特許出願第2,218,314号明細書に記載され
ている。この特許出願に記載されている人工芝グラウンドは、芝生繊維の代わりになる合
成リボンからなる幅広く離間した列を備える。該リボンは、該リボンの列間の間隔の長さ
の約２倍の長さを有する。粒状物質が、上記人工芝の基盤の上に覆われており、該粒状物
質の厚さは、上記リボンの長さの少なくとも３分の２である。リボンのストリップは、上
記基盤またはマットの裏面に塗布された接合剤のストリップによって取り付けられている
。該接合剤のストリップは、覆われていないマットの領域から離れており、それにより改
良された水はけを実現できる。
【０００４】
　上記充填物からなる粒状物質は、1999年9月28日に公開された、「人工芝の布設方法」
と題された、本出願人の米国特許第5,958,527号明細書に記載されている。
【０００５】
　開放スタジアムでの寒い気候条件の下で、上記人工芝は、スポーツ競技グラウンドに必
要な適切な特性を維持するために、該人工芝を覆う雪または氷を溶かすために加熱するこ
とができる。しかし、上記人工芝を非常に暖かい気候条件下で使用した場合には、該芝の
冷却が好ましい。
【０００６】
　電気、流体及び空気加熱システム等の天然及び人工芝グラウンドの両方を温め、かつ、
乾燥させるための加熱システムが開発されてきた。電気加熱は、電気抵抗体によって実施
され、流体加熱は、加熱流体を加熱管網に流すことにより実施され、また空気加熱は、加
熱した空気を分配管網に流すことにより実施される。従来、これらの電気抵抗体、流体加
熱管及び空気分配管網は、上記天然芝または人工芝の下の競技場の基盤内に埋設されてい
る。上記電気加熱、流体加熱及び空気加熱の実施例は、それぞれ、1991年11月12日にAlno
nd等に対して発行された米国特許第5,046,308号明細書、1992年6月9日にHusuに対して発
行された米国特許第5,120,158号明細書及び1984年7月31日にCunninghamに対して発行され
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た米国特許第4,462,184号明細書に記載されている。
【０００７】
　従来、暖かい気候条件の間、人工芝グラウンドは、該人工芝面に水分を供給し、冷却水
を該人工芝面の下に循環させることによって冷却しなければならない。このことも、米国
特許第4,462,184号明細書に記載されている。
【０００８】
　さらに、植物の根が必要とする特定温度を満たすために、植物を成長させるための有機
成長媒体を有する人工グラウンドのための温度調節システムを有することも好ましい。
【０００９】
　従来の加熱システムの欠点は、上記電気抵抗体及び管システムは、上記天然芝または人
工芝の下の上記競技場内、通常、該競技場の基盤内に埋設されているため、熱エネルギの
大部分が無駄になり、かつ該加熱エネルギのうちの少量しか該グラウンドの上面を覆って
いる雪または氷を溶かすために該表面に到達しないことである。そのため、上記競技場の
表面を加熱する場合に、該加熱エネルギの大部分は、上記基盤を加熱することに消費され
てしまう。
【００１０】
　従って、改良された熱効率を有する加熱及び冷却システムを有する人工グラウンドが必
要とされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の一つの目的は、スポーツ及び他の用途のための一体型温度調節機能付きの人工
グラウンドを提供することである。
【００１２】
　本発明の他の目的は、改良された熱効率を有する加熱システムを含む、スポーツ及び他
の用途のための人工グラウンドを提供することである。
【００１３】
　本発明の別の目的は、改良された冷却効率を有する冷却システムを含む、スポーツ及び
他の用途のための人工グラウンドを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、スポーツ及びその他の用途のための一体型温度調節機能付きの人工グラウン
ドを対象とする。人工グラウンドは、支持基盤上に位置決めされるように構成されたフレ
キシブルな裏打ちシートを含む人工芝ベースを備えている。粒状物質からなる充填物層は
、裏打ちシートの上面上に配置されている。前記粒状物質は、硬質細粒と、弾性細粒と、
栽培媒質とからなる材料の群のうちの少なくとも1つから選択される。人工グラウンドは
、さらに、芝生の葉の代わりになり、裏打ちシートから上方へ上記充填物層を突き抜けて
突出する人工リボンからなる複数の平行な列を含む。温度調節手段は、上記人工芝ベース
、人工リボン及び充填物層の温度条件を制御可能に調節するため、上記裏打ちシートに取
り付けられる。
【００１５】
　本発明の一つの態様によれば、上記温度調節手段は、電流を熱エネルギに変換するため
、電力源に接続されるように構成されたフレキシブルな電気加熱素子を備える。本発明の
一実施形態によるフレキシブルな電気加熱素子は平坦であり、裏打ちシートに積層可能で
ある。本発明の他の実施形態においては、上記フレキシブルな電気加熱素子は、裏打ちシ
ートの上面に取り付けられた電気ケーブルを備えている。電気ケーブルは、上記充填物層
の内部に埋設されている。上記電気加熱素子は、上記人工リボンの列と平行に延びる多数
の細長部分を有するレイアウトを有することが好ましい。各細長部分は、上記人工リボン
の列の間の空間に配置され、かつ上記裏打ちシートに積層されている。代案として、各細
長部分は、上記電気加熱素子が電流を熱エネルギに変換する所定温度よりも高い活性温度
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を有するホットメルト接着剤によって、上記フレキシブルな裏打ちシートの上面に接着さ
れている。この方法は、現在あるスポーツ競技場を、これらの特徴によって加熱される競
技場に変換させるのに利用することができる。
【００１６】
　上記充填物層は、好ましくは、比較的有効な熱伝導特性を有する熱分配粒状物質を備え
る。熱分配粒状物質は、上記グラウンドに弾力性を与えると共に、上記人工芝ベース、人
工リボン及び充填物層の温度状態を効果的に調節するために、上記充填物層の底部に配置
され、かつ上記温度調節手段と接触している。
【００１７】
　本発明の他の実施形態においては、上記充填物層は、上記人工グラウンド上で植物を栽
培するための土壌を有する。上記人工リボンは、人工グラウンド上の土を風食に抗して保
持する。
【００１８】
　本発明の他の態様によれば、上記温度調節手段は、上記電気加熱素子の代わりに用いる
フレキシブルな管を備え、その中を流れる水の循環のための水源に接続されるようになっ
ている。温水がその中を循環する場合、上記フレキシブルな管は、上記人工グラウンドの
ための加熱装置として使用することができる。冷水がその中を循環する場合には、上記フ
レキシブルな管は、上記人工グラウンドのための冷却装置として使用することができる。
該管が冷却装置として使用される場合、上記フレキシブルな管は、好ましくは、細粒灌漑
管のように穴が開けられており、該穴によって上記充填物層と流体的に連通している。従
って、水分を、上記充填物層に供給することができ、それにより、該水分が蒸発したとき
に、冷却作用を起こすことができる。また、上記水分は、上記充填物層が、植物栽培のた
め
に、土等の栽培媒質を含む場合に特に好ましい。植物栽培の構成においては、上記芝生の
第2の裏打ちを、水を保持するために非透水性とすることができる。上記システムに供給
される水の量は、散水システムを使用したときに、蒸発プロセスを低減するように監視す
ることができる。
【００１９】
　上記電気加熱素子と同様に、比較的細い上記フレキシブルな管は、好ましくは、上記人
工リボンの列の間に配置された平行な部分からなる大部分を有するレイアウトで配置され
、かつ上記フレキシブルな裏打ちシートの上面に付着され、あるいは代替的に上記フレキ
シブルな裏打ちシートに一体化されている。
【００２０】
　上記電気加熱素子またはフレキシブルな水管は、上記人工グラウンドの下の上記支持基
盤を加熱または冷却する際に、なるべくエネルギ消費を抑えるために、該人工グラウンド
に一体化されている。従って、高性能かつ低稼働コストが実現される。上記電気加熱素子
またはフレキシブルな水管は、有利には現場で、または製造プロセス時に、上記人工グラ
ウンドに固定することができ、それによって、地下システムの構築が高コストではなくな
る。
【００２１】
　本発明の他の利点及び特徴は、本願明細書に後述する好適な実施形態を参照してより良
く理解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１及び図２を参照すると、符号10で示された本発明の人工芝面は、フレキシブル裏打
ちシート12から上方に突出する人工ストリップまたはリボン15からなる平行な列13を有す
る、薄いフレキシブルな裏打ちシート12を有する。充填物の粒状物質からなる比較的厚い
層17は、フレキシブル裏打ちシート12の上面に設けられ、リボン15を裏打シート12上で比
較的直立位置に支持する。裏打ちシート12は、支持基盤（図示せず）上に位置決めされる
ように構成される。
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【００２３】
　フレキシブルな裏打ちシート12は、図３及び図６に示すように、２つの層19、21を備え
る。上部層21及び底部層19は、共に、編み込んだまたはニードルパンチしたポリプロピレ
ンファブリックとすることができる。プラスチックストリップまたはリボン15は、層19及
び21を共に通過して裏打ちシート12を貫通してタフトされている。裏打ちシート12は、2
つの層を備えるように示してあるが、該シートは、1つの層またはそれ以上から形成する
こともできる。裏打ちシート12内の1つまたはそれ以上の層は、良好な水はけを実現する
ためのニードルパンチした編成ファブリックとすることができる。少なくとも裏打ちシー
ト12内の上部層21は、該層を通じて水分を運ぶ手段を提供するために人工けば状繊維（図
示せず）でニードルパンチすることができる。さらに、該けば状繊維は、該表面の水はけ
を向上させる。
【００２４】
　リボン15は、比較的幅広くかつ薄いストリップ内に突出されている適当な合成材料で形
成することができる。好適なプラスチック材は、柔らかく、かつ良好な耐摩耗性を有する
ポリエチレンである。しかし、ポリプロピレンも、リボン15の形成に使用することができ
る。
【００２５】
　裏打ちシート12及びリボン15の詳細は、本願明細書に援用する本出願人のカナダ国特許
出願第2,218,314号明細書に記載されており、これ以上説明しない。
【００２６】
　リボン15の列13の間隔は、該グラウンドで行われる活動に依存する。例えば、様々なス
ポーツ競技者の靴に付けられた滑り止めは、1インチの4分の3程度の平均間隔を有する。
フットボール用の滑り止めやサッカー用の滑り止めは、野球用の滑り止めよりも広く離間
していてもよい。競馬等のスポーツにおいては、馬の蹄に対応するために、上記列間に、
より幅広の間隔を要することが予想される。すなわち、競馬の場合、2・1/4インチまでの
上記列間の間隔が必要とされ、それに伴い比例的に長くなる別の用途のための5インチま
でのリボンが必要と予想される。
【００２７】
　リボン15の列13が、5/8インチ～2・1/4インチ離間しており、かつそのような間隔が、
電気加熱素子またはフレキシブルな細い水管を、それらの間に配置できるようにするのに
適切であることに注意されたい。従って、温度調節システムを本発明の表面10に一体化す
ることが可能である。
【００２８】
　本発明の一実施形態によれば、図１及び図２に示すように、絶縁した電気加熱ケーブル
部23は、人工リボン15の列13と平行に伸び、かつ人工リボン15の列13の間の空間に設けら
れている。電気加熱ケーブル部23は、図４に示すように、直列に、または図５に示すよう
に、並列に接続することができる。
【００２９】
　電気加熱ケーブル部23は、図４に示すように、ホットメルト接着剤25によって裏打ちシ
ート12の上面に接着することができる。ホットメルト接着剤25の活性温度は、電気加熱ケ
ーブル部23のフレキシブル裏打ちシート12との接着がそのままの状態で、かつ過熱によっ
て剥離することがないように、上記加熱体の指定された作動温度よりも高くなっている。
電気加熱ケーブル部23のフレキシブル裏打ちシート12への接着は、現場でまたは製造プロ
セスでのいずれかにおいて行うことができる。該接着を現場で行う場合、一定量のホット
メルト接着剤25が、図４に示すように、裏打ちシート12と電気加熱ケーブル部23との間に
塗布される。電気加熱ケーブル部23は、通常の作動電圧よりも高い電圧源を有する電力源
（図示せず）に接続され、それにより電気加熱ケーブル部23は、一定量のホットメルト接
着剤25を溶融するために、例えば加減抵抗器を使って、上記ホットメルト接着剤25の活性
温度まで加熱される。電気加熱ケーブル部23は、上記電源を切り、かつ上記一定量のホッ
トメルト接着剤25が冷めて固くなると、フレキシブル裏打ちシート12に接着される。
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別法として、プラスチッククリップ（図示せず）を使用して、電気加熱ケーブル部23を裏
打ちシート12に固定することもできる。該クリップは、それ自体を電気加熱ケーブル部23
の周り及び裏打ちシート12に付着させるために、裏打ちシート12に刺すことができる。こ
のことは、好ましくは、製造プロセスで行う。
【００３０】
　本発明の他の実施形態によれば、図３に示すように、電気導管27が、人工グラウンド10
の裏打ちシート12内に組み込まれている。電気導管27は、雪を溶かすために屋根の軒を加
熱し、それによって、下にいる人に被害を及ぼす落雪の危険性を低減するために使用され
るタイプの薄い加熱ケーブルで形成することができる。該ケーブルは、低電圧電気導管と
することもでき、また人工グラウンド10の現場の要求に従って変更することができる。電
気導管27は、裏打ちシート12の２つの層19、21の間に積層することができ、あるいは、裏
打ちシート12の製造中の追加的な積層プロセスによって、裏打ちシート12の上面に積層す
ることができる。そして、人工リボン15は、電気導管27の部分の間で裏打ちシート12内に
タフトされる。
【００３１】
　図２を参照すると、粒状物質からなる上記充填物層は、フレキシブル裏打ちシート12の
上面上に設けられており、該粒状物質は、硬質細粒と、弾性細粒と、栽培媒質とからなる
少なくとも1つの物質群を含む。本発明の一実施形態においては、一般的にスポーツに使
用される人工グラウンド10は、ベース層19と、中間層31と、上層33とで形成された充填物
層17を含む。ベース層19は、実質的に、裏打ちシート12の上面のすぐ上に配置された硬質
細粒からなる。ベース層19の硬質細粒は、熱を効率的に放散させることができる、非常に
有効でかつ低コストの骨材である砂である。好ましくは、ベース層19の硬質細粒は、ベー
ス層19の第１の層として砂を含み、上記砂の上部に添加される、または該砂と混合される
セラミック細粒等の追加的かつ良好な熱放散物質からなる第２の層を付加することができ
る。これらの細粒は、上記追加的かつ良好な熱放散細粒が、そのような混合が望まれない
場合に、該砂の下及び中に落ち込まないように、該砂の細粒のサイズと概して等しいサイ
ズとするべきである。それらの追加的かつ良好な熱放散細粒は、人工グラウンド10の水平
面にわたる熱のより均一的な放散を容易にすることができる。それらの熱放散細粒は、そ
の重量の数倍の水分を吸収して、それにより一定期間にわたって水分を放散させることが
できるため、上記グラウンドを冷却するのに用いることができる。充填物層17の中間層31
は、硬質砂粒と弾性ゴム細粒との混合物である。該混合物は、2:1より大きいの硬質細粒
と弾性細粒との重量比に基づいて選択される。充填物層17の上層33は、実質的に、弾性ゴ
ム細粒からなる。上記充填物層全体も、ゴム細粒のみまたは砂のみで形成することも可能
である。
【００３２】
　人工リボン15の上部は、上層33の上面から上方に延び、好ましくは、充填物層17の上層
33の上面を覆うように湾曲している。このことは、充填物層17の上層33を設けた後に、例
えば、ワイヤーブラシを用いて該表面上を通過させることにより、あるいは、他のブラシ
手段によって実施することができる。人工リボン15の端部は、天然芝の外観により現実的
に似せるために、縦に裂かれ、ほつれており、あるいは繊維状構造になっており、かつ互
いにゆるい網状組織に織合わせられており、それに伴って、充填物層17の上層33を保持ま
たは結合する能力を増加させる。出来上がった人工芝グラウンドは、陸上競技場、競馬の
競争路及び娯楽広場等の様々な屋内及び屋外用途に適合することが可能である。充填物層
17の詳細は、本願明細書に援用する、本出願人の米国特許第5,958,527号明細書に記載さ
れている。該グラウンドは、やはり、現場で繊維の先端をばらすことを要することなく設
置することもできる。
【００３３】
　上述した充填物層17は、本発明の実施形態に用いることができる一実施例に過ぎず、粒
状物質の多くの異なる組合せ、例えば、実質的なゴム、実質的な砂、砂混合物、上に実質
的なゴムがある底部上の砂、ゴム及びセラミック、および他の同様の混合物を含むことが
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可能である。充填物17が熱を放散させるのを促進する、充填物層17への添加物は、砂やセ
ラミック細粒の他にも、例えば、ガラス細粒、小石の粒子、溶岩石細粒、鋼のペレット、
石炭スラグ細粒及び他の熱放散または伝達細粒を含む物質の群から選択することができる
。該熱放散または伝達細粒は、上記電気加熱ケーブルまたは導管部23、27からの、人工グ
ラウンド10の熱伝達をさらに強めることができ、それによって、人工グラウンド10に必要
な加熱ケーブル23または電気導管27の全長を削減するであろう。これにより、設置及び稼
動時における上記システムの総コストが低減される。さらに、人工リボン15、あるいは、
リボン15の総数のうちの少なくともいくつかは、人工グラウンド10の充填物層17内の熱伝
達をさらに改善するであろう熱反射材料で形成することができる。裏打ちシート12、少な
くとも上層21はそれを覆うことで氷及び雪を溶かすために熱を主に上方に向けられるよう
に、反射繊維で形成することができる。
【００３４】
　人工グラウンド10を野菜や他の植物を栽培するのに利用する場合、充填物層17が、土等
の栽培媒体を含むことも可能であることに注意されたい。上記根は、寒い気候条件の間、
大気中よりも暖かい温度に維持することができる。このような用途においては、充填物層
17は、有機栽培媒体単体、有機栽培媒体及び熱を高めあるいは維持するある種の不活性物
質、または有機栽培媒体と水分を有効に保持するセラミックビーズを選択的に含むことが
できる。充填物層17の成分のバリエーションは、乾燥及び寒さ等の様々な気候条件の下で
の栽培の困難さを克服するように選択することができる。人工リボン15の織合わせた上方
部は、図２に示すように、上記栽培媒体を有する人工グラウンド10を風が強い地域で使用
することができるように、風食の影響に対抗して該栽培媒体を有効に保持することができ
る。
【００３５】
　初めから設けられている上記加熱システムを要することなく、この種の充填人工グラウ
ンドを利用して競技場や地表面を改装するために必要なのは、圧縮空気で上記充填物を吹
き飛ばすことによって該充填物を取り除いた後に、必要な電気加熱ケーブル部を設置し、
該ケーブル部を定位置に接着するために上記接着剤を熱溶融することである。そして、上
記充填物層は、取り替えられて、電気接続部を、上記人工グラウンドの外辺部に完成させ
ることができる。必要な電気接続部は、該人工グラウンドの外辺部の地下のボックス内に
設置して配置することができる。設置後に、加熱システムの補修のために、上記競技グラ
ウンドの下のいかなる領域にもアクセスする必要はない。上記人工グラウンドは、特にス
ポーツに使用する場合、厳しい天候条件下でも、スポーツイベントを続けられるようにす
るために、加熱されるように設計される。上記加熱システムを作動させるための恒久的な
電源を設置することもできるが、使用機会が少ない場合には、携帯発電装置を必要に応じ
てリースすることによってコスト節約を実現することができる。
【００３６】
　稼働中、エネルギ要求を低減するために、測定を行うことが可能である。深雪が人工グ
ラウンド10を覆っている場合、該積もった雪のほとんどは、まず、除雪機、掻き取りある
いは他の方法によって取り除かれ、その後、上記加熱システムは、残った雪を単に処理す
るのみである。充填物層17を、充填物層17が凝集せず、かつ凍らない指定された状態に維
持するために、十分な熱が発生される。人工グラウンド10が一旦、この状態に達すると、
上記加熱システムを直ぐにオフにして、エネルギコストを節約することができる。
【００３７】
　上記加熱ケーブルまたは電気導管23、27に要する必要な始動時間は、ほんの数分である
。上記グラウンドを適切に加熱するのに要する時間は、数分または数時間とすることがで
き、これは、人工グラウンド10の下及び上記基盤内の直列管を環流する加熱流体を利用し
た従来のシステムよりもはるかに少ない。
【００３８】
　本発明の他の実施形態においては、図６に示すように、人工グラウンド30は、図１及び
図３に示すような電気加熱素子部23または電気導管27の代わりに使用される複数のフレキ
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シブルな細管部29を含む。その他の構成要素及び特徴は、図１～図５を参照して説明した
実施形態と同様であり、そのため重複して説明しない。図１～図５の構成要素と同等の構
成要素は、図６において同じ数字で示してある。フレキシブルな細管部29は、図４に示し
たレイアウトと同様の単一の管からなる一体部とすることができ、あるいは、図５に示す
ように、平行な管接続部と流体的に連通接続することができる。管部29は、ポンプ及び水
源（図示せず）に接続されており、圧力をかけられた水が、管部29を通って循環する。暖
かい水が管部29内を循環した場合、充填物層17は加熱される。温暖な天候時に、水温が、
人工グラウンド30の周囲温度より低い場合には、充填物層17を管部29内を循環する冷たい
水によって冷却することができる。
【００３９】
　管部29は、接着剤またはクリップのいずれかによって、フレキシブルな裏打ちシート12
に固定することができる。管部29は、裏打ちシート12に積層することもできる。
【００４０】
　より効率的な冷却結果を得るために、管部29は、好ましくは、管部29が、貫通穴32によ
って充填物層17と流体的に連通するように、穴が開けられている。圧力をかけられた水は
、管部29内を循環し、該水の一部は、管部29の貫通穴32を通って充填物層17に入る。貫通
穴32は、管部29に沿って均等に設けられており、水の流れは、充填物層17に入る水が、充
填物層17を水浸しにはしないが、充填物層17の粒状物質及び人工リボン15を湿らせるよう
に、制御される。上記砂の毛管現象は、上記水分を上記充填物内の上方に移動させること
ができ、それに伴って、該充填物内で冷却材として機能する。人工グラウンド30の温度が
下がるように、該人工グラウンド内に含まれる水分が蒸発した場合、熱は、充填物層17及
び人工リボン15及び裏打ちシート12から除去される。
【００４１】
　この用途における上記管部内を循環する水の温度は、上記冷却が、熱交換よりもむしろ
蒸発によってなされるので、必ずしも周囲温度よりも低くない。
【００４２】
　このような用途においては、図５に示すレイアウトは、管部29に好適なものである。管
部29は、図４に示すような直列に接続した管部29とは対照的に、該管の長さに沿って水圧
損を低減するであろう平行形態で接続されている。それによって、上記水分は、人工グラ
ウンド30の全領域内で、より均等に配分される。図６に示す実施形態は、スポーツまたは
娯楽場のために使用することができ、あるいは、植物栽培グラウンドとして使用すること
ができ、該用途は、充填物層17のために選択される粒状物質の選択を必然的に決めること
になる。
【００４３】
　図６に示すように、充填物層17内に栽培媒質を含む人工グラウンド30が、野菜や植物を
栽培するのに特に有効であることに注意されたい。
【００４４】
　管部29を介して供給された水分は、冷却媒質として使用することができるだけではなく
、充填物層17内で成長する野菜や植物への必要な水分供給も可能にする。適切な水分供給
は、人工グラウンド30を水浸しにするのを防ぐと共に、人工グラウンド30の冷却を維持す
るために、注意深く制御しなければならない。裏打ちシート12に施される第2の裏打ちコ
ーティングを、上記貫通管を通る流れを可能にする水分の量が、特定の植物に対する栽培
条件を最大化するのに十分である箇所に対して不浸透性とすることができる。
【００４５】
　本発明の上述した実施形態に対する変更及び改良は、当業者には明らかであろう。上記
の説明は、限定しようとするものではなく、具体例としてのものである。従って、本発明
の範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定すべきものである。
【００４６】
　本発明の本質をこのようにあまねく説明してきたが、以下、本発明の実施形態に好適な
実例として示す添付図面について説明する。
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【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】充填物層がない、本発明の一実施形態に係る人工グラウンドの断面図である。
【図２】人工グラウンドの裏打ちシートの上部に設けられた充填物層を示す、図１の断面
図と同様の図である。
【図３】充填物層がない、本発明の他の実施形態に係る人工グラウンドの断面図である。
【図４】本発明の人工グラウンドと一体化された温度調節手段のレイアウトの概略図であ
る。
【図５】本発明の人工グラウンドと一体化された温度調節手段の代替のレイアウトの概略
図である。
【図６】人工グラウンドの裏打ちシートに付着された管部を示す、本発明の別の実施形態
に係る人工グラウンドの断面図である。



(22) JP 2009-2149 A 2009.1.8

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2D051 AA05  AB04  AE05  AF01  AF05  AF06  AF07  AF12  AG03  GA01 
　　　　 　　        GC04  HA01  HA08 



(23) JP 2009-2149 A 2009.1.8

【外国語明細書】
2009002149000001.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow
	foreign-language-body

